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く 溶剤 の リサイクルが 可能な背景 ノ 

，蒸留戎備に 余力があ る 

・焼却炉があ る 拍づリ叫 ルン ) から銘柄が限定 
・排水処理戎備があ る ( 活性汚泥 )   

1, 溶剤再生の目的 

(1) 廃棄物 ( 溶剤 ) の削減 

(2) 廃 溶剤の再利用 

(3) 経費削減 ①廃棄物処理 寅 ②溶剤 肚入寅 

2. 溶剤再生の俺 要 

(1) 設備能力 ・ 連枕式 2 基 1500mv/ 月 

く 原液へ二 ス逆 ・国分 式 5 基 400mv/ 月 

(2) 取扱い品目 : アルコール類等 12 品目 

(3) 再生 品仮 純度 :99.5% く メタル 分 :lppb>  概略回収率 :9 ㎝ 

3. 再生時の問題点 ( 図一 1 参照 ) 

(1) 再生対象溶剤の 晶文 げ ラッキ 大 

(2) 他 溶剤の再生品への 混入 ( 多品種溶剤再生 ) 

(3) 蒸留若戎発生 

4, 対策 

(1) 再生対象溶剤の 晶文管理 ( 図一 1 参照 ) 

(2) 再生設備の洗浄方法 ( 図一 2 参照 ) 

(3) 蒸留 釜残 廃棄物の処理方法 ( 図一 3 参照 ) 
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・メタノール 時 洗浄 ・洗浄 瀋乱 の株主 珪易 
・洗浄 瀋乱 の 再 回収 
・洗浄所要目 牡   ・洗浄コスト   

* 洗浄 億了 の 用定 

枝廿 洗浄 

洗浄容易な 枝廿 

洗浄方法の塞 準化 

こ 洗浄 億 了 お 定の笘 串 七円 ニラ 
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  ・ 鬼仮 コスト UP     

* 付 甘柿止 も 処理方法 弓考ウ する内容 

  
く助剤 添加による甘辞防止 例ノ 
( 功用添加なし ) ( 助乱 添加 ) 
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